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1. 連結損益計算書

24/3期 中間期 25/3期 中間期

実績 予算 実績 前年比 予算比

売上高 961.1 980.0 971.3 +1.1% -0.9%

売上原価 371.7 - 374.1 +0.7% -

販売管理費 558.4 - 561.4 +0.5% -

営業利益 31.0 35.0 35.7 +15.3% +2.0%

営業外損益 12.3 5.0 5.7 -53.4% +14.7%

（内、為替関連損益） (10.0) - (4.6) - -

経常利益 43.3 40.0 41.4 -4.2% +3.6%

当期純利益 32.6 28.0 25.7 -21.4% -8.4%

連結
25/3期　中間期

単位：億円

売上高 ：971.3億円、前年比+1.1％となった。

営業利益 ：35.7億円、前年比+4.7億円となった。

経常利益 ：為替差益が前年同期と比べ5.3億円減少し、41.4億円、前年比-1.8億円となった。

当期純利益：投資有価証券売却益が前年同期と比べ5.6億円減少し、25.7億円、

前年比-7.0億円となった。
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2. セグメント別損益

25/3期 中間期

グロース領域 サステナブル領域

専門通販

化粧品

健康食品
グルメ

ナース

関連
小計 小計

売上高 166.5 67.5 126.9 66.4 260.9 427.3 101.1 353.7 12.7 467.5 82.9 -6.5 971.3

　　前年比（％） +12.1% -9.3% -0.1% -1.3% -3.0% +2.4% -2.8% +1.6% -4.5% +0.4% +1.1% +71.8% +1.1%

　　予算比（％） -4.1% -6.7% -0.4% -3.0% -2.7% -3.3% -4.6% +1.3% -10.3% -0.4% +5.6% -33.6% -0.9%

営業利益 27.9 1.0 0.6 3.1 4.7 32.6 -4.0 -15.4 -3.0 -22.4 25.6 -0.1 35.7

　　前年比(億円) +10.0 - 3.1 +1.6 - 0.6 - 2.1 +7.9 - 2.1 - 2.0 - 1.2 - 5.2 +0.1 +2.0 +4.7

　　予算比(億円) - 0.8 - 4.1 +1.4 +0.0 - 2.6 - 3.4 - 2.3 +3.4 - 1.2 - 0.2 +2.6 +1.7 +0.7

営業利益率 16.8% 1.5% 0.4% 4.7% 1.8% 7.6% -4.0% -4.4% -23.6% -4.8% 30.9% - 3.7%

　　前年比(pt) +4.7 - 4.0 +1.2 - 0.8 - 0.7 +1.7 - 2.1 - 0.5 - 9.8 - 1.1 - 0.2 - +0.5

　　予算比(pt) +0.2 - 5.5 +1.1 +0.2 - 0.9 - 0.5 - 2.4 +1.0 - 11.1 - 0.1 +1.5 - +0.1

調整 計プロパティ・

ホテル

呉服

関連

アパレル・

雑貨
その他

ﾃﾞｰﾀ

ﾍﾞｰｽ

活用小計

セグメント別売上高と営業利益 単位：億円

売上高 プロパティ・ホテル、アパレル・雑貨、データベース活用の3セグメントが増収

営業利益 プロパティ・ホテル、グルメ、データベース活用の3セグメントが増益
化粧品健康食品、ナース関連、呉服関連、アパレル・雑貨、その他の5セグメントが減益

・プロパティ・ホテルは、国内旅行需要やインバウンド需要が増加したことなどにより大幅な増収増益となりました。
競合他社が人手不足で苦戦する中、当社の強みである外国人人材の補充により高稼働を維持することが出来ました。

・化粧品健康食品は、化粧品通販事業においては、新規顧客の獲得数は前年同期と比べ増加に転じた一方で、定期
コースの売上が前年同期と比べ減少したことなどにより減収減益となりました。

・アパレル・雑貨は、商品価格にメリハリをつけたことや商品力強化に注力したことなどによりレスポンス率は改善し、新規顧客
数ならびに稼働顧客数は前年同期と比べ増加し、増収減益となりました。
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・国内ホテル +18.6億円
・海外ホテル +2.1億円
・賃貸収入 +4.4億円
・不動産売却 ▲5.5億円

売上高の増減要因

単位：億円

・カタログ・ネット +6.0億円
・ネット専業（子会社）▲2.4億円
・アパレル店舗 +1.8億円

・化粧品（オージオ）▲6.1億円
・健康食品（リフレ）▲0.8億円

3. 売上の増減分析
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営業利益の増減要因

単位：億円

・カタログ・ネット ▲1.6億円
・アパレル店舗 ▲0.4億円・国内ホテル +6.6億円

・海外ホテル +1.4億円
・賃貸収入 +2.3億円

4. 営業利益の増減分析

・BANKANわものや +0.2億円
・さが美 ▲1.5億円
・マイム ▲0.7億円

・化粧品（オージオ）▲2.5億円
・健康食品（リフレ）▲0.7億円
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5. 連結貸借対照表

24/3末 24/9末 増減額

流動資産 1,299.6 1,333.7 34.1         

現金及び預金 358.4 394.2 35.8         

商品及び製品 261.0 290.0 29.0         

その他の流動資産 160.8 124.0 -36.8        

固定資産 1,707.3 1,730.2 22.9         

有形固定資産 1,369.1 1,371.6 2.5           

無形固定資産 108.9 122.7 13.8         

総資産 3,006.9 3,063.9 57.0         

負債 1,645.1 1,702.4 57.3         

支払手形、買掛金及び電子記録債務 166.2 179.4 13.2         

契約負債 35.6 49.0 13.4         

短期借入金 130.9 219.8 88.9         

未払費用 146.3 123.3 -23.0        

長期借入金 985.6 958.9 -26.7        

純資産 1,361.8 1,361.4 -0.4          

［自己資本比率］ [45.0%] [44.1%] [-0.8P]

単位：億円

流動資産では、主に現金及び預金、商品及び製品が増加。
固定資産では、主に無形固定資産が増加。
これに対し負債では、支払手形、買掛金及び電子記録債務、短期借入金が
増加した一方、未払費用、長期借入金が減少。



本資料は、2025年3月期第2四半期（中間期）に関する情報の提供を目的としたものであ
り、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資
料は2024年10月31日現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意
見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証し又
は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

＜本資料に関する注意事項＞

株式会社ベルーナ 経営企画室 IR担当

〒362-8688 埼玉県上尾市宮本町4-2

TEL ：048-771-7753 FAX：048-775-6063

E-mail ：ir-belluna@belluna.co.jp

＜IRに関するお問い合わせ先＞

補足
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